
 

十三仏信仰は鎌倉時代から広く普及

しました。故人の追
つい

善
ぜん

供
く

養
よう

※１のために初
し ょ

七
なの

日
か

から三
さん

十
じゅう

三
さん

回
かい

忌
き

までの忌
き

日
にち

※２に

13 の仏をあてはめた民間信仰です。こ

の信仰は特に真
しん

言
ごん

宗
しゅう

と密接な関係です

が、宗派を問わず広く行われています。 

笠塔婆※３は、四條本村の立
たて

薬
やく

師
し

本
ほん

堂
どう

に向かって左の小
しょう

堂
どう

に祀
まつ

られた凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

※４の石造仏です。長年、風
ふう

雨
う

にさらされ

ていたため 著
いちじる

しく風
ふう

化
か

※５しています。 

塔
と う

身
しん

正面は、十三仏の像
ぞう

容
よう

※６（軸
じ く

物
もの

※

７などにみられる）が彫られています。５段

形式で各横３体の４段、中央上段に１体

の配列、最上部は仏
ぶっ

天
てん

蓋
がい

※８です。 

向かって塔身左側面上部には金
こん

剛
ごう

界
かい

大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

※９を表す梵
ぼん

字
じ

※10、下部には銘
めい

文
ぶん

※11「永
えい

正
しょう

十六天九月 廿
にじゅう

※12 一日敬
けい

白
びゃく

」が彫られています。「永正」は室町時

代の年号、「天」は年、永正 16年は西
せい

暦
れき

1519 年で、９月 21 日は秋の彼
ひ

岸
がん

に当

たり、かつ弘
こ う

法
ぼう

大
だい

師
し

の命
めい

日
にち

でもあること

を意識して造立したと考えられます。「敬

白」は「謹んで※13 申し上げる」という意

味です。 

向かって塔身右側面上部には胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

※14 を表す梵字、下部には「四

條一
いっ

結
けつ

衆
しゅう

●
ぼさつ

」が彫られています。「四條」

は当地名、「一結衆」はこの石塔を建て

るために志を同じくする人々、「●」は菩
ぼ

薩
さつ

の略字です。 

銘文より、四條（村）の一結衆によって

永正 16(1519)年 9月 21日に造立さ

れたことがわかります。 

十三仏石造物※15 は四国では 10 件

確認されており、讃岐の中讃地域に笠塔

婆が７件集中しているといった地域的特

徴があります。その中で形式の移り変わ

りを考えたときに、当寺の笠塔婆は簡略

化※16 されていく中間にあたることから、

貴重な一基として高く評価されます。 
※「考証 平成 12年 9月 18日 大手前女子大学 考古学 藤井直正教授」 

『新修満濃町誌』2005 より引用 

※参考文献 「四国における十三仏石造物の検討」海邉博史 

『十瓶山Ⅱ』2006 

 

※１ 死者の冥
めい

福
ふく

を祈って行う供養。 ※２ 故
こ

人
じん

の死亡した日。

七十七日までの追善供養をする日。 ※３ 死者を供養するた

めの石製の塔で、上部に笠型の石がのせられています。 ※４ 

火山灰が固まった岩石。加工しやすく、建築石材としてよく使

用されます。 ※５ 岩石が自然環境の中で次第に破壊された

り、変質していく作用。 ※６ 仏像の様式や形。 ※７ 掛
か

け軸

として整えられた書
し ょ

画
が

。 ※８ 仏像の上にかざす傘。 ※９ 密
みっ

教
きょう

の経
きょう

典
てん

「金
こん

剛
ごう

頂
ちょう

経
ぎょう

」で説かれるすべての仏の基となる仏。 

※10 経典を記した古代インドの文字。密教の影響で神秘化

された文字として使用されています。 ※11 石などに出
で

来
き

事
ごと

や人の功
こ う

績
せき

を記した文。 ※12 数の 20。 ※13 かしこまっ

て。 ※14 密
みっ

教
きょう

の経
きょう

典
てん

「大
だい

日
にち

経
きょう

」で説かれるすべての仏の

基となる仏。 ※15 笠塔婆、石
せき

幢
と う

、石仏、別石など。 ※16 

簡単なものに変えていくこと。 

十三仏笠塔婆
じゅうさんぶつかさとうば

 

室町時代 

満濃地区 四條本村
しじょうほんむら

 

平成 14 年３月 19 日指定 まんのう町指定有形文化財（建造物） 

十三仏笠塔婆 正面 平成 17 年９月撮影 

五輪塔
ご り ん と う

の空輪
く う りん

 

後世にのせられたもの 

笠 

塔身や基礎と同時期

の形式ですが、石材が

違うことから、別の個

体の笠であると思われ

ます 

総高 142cm 
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仏天蓋
ぶってんがい

 

虚空蔵菩薩
こ く う ぞ う ぼ さ つ

 

（三十三回忌） 

阿弥陀如来
あ み だ に ょ ら い

 

（三回忌） 

大日如来
だいにちにょらい

 

（十三回忌） 

阿閦如来
あしゅくにょらい

 

（七回忌） 

薬師如来
や く し に ょ ら い

 

（七十七日） 

観世音菩薩
か ん ぜ お ん ぼ さ つ

 

（百ヶ日） 

地蔵菩薩
じ ぞ う ぼ さ つ

 

（五十七日） 

勢至菩薩
せ い し ぼ さ つ

 

（一周忌） 

普賢菩薩
ふ げ ん ぼ さ つ

 

（四十七日） 

弥勒菩薩
み ろ く ぼ さ つ

（六十七日） 

釈迦如来
し ゃ か に ょ ら い

 

（二十七日） 

文殊菩薩
もん じ ゅ ぼ さつ

 

（三十七日） 

不動明王
ふどうみょうおう

 

（初七日） 

永

正 

十

六

天 

九

月

廿  

四

條 

一

結 

衆 

塔身 

基礎 

基壇 

58cm 

各 28cm 

40cm 

令和２年 12 月作成 

金剛界大日如来
こんごうかいだいにちにょらい

を 

表す梵字
ぼ ん じ

「バン」 

胎蔵界大日如来
たいぞうかいだいにちにょらい

を 

表す梵字
ぼ ん じ

「アーク」 

実測図[「四国における十三仏石造物の検討」海邉博史『十瓶山Ⅱ』2006] 


